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論文の内容の要旨
　変温動物が外界の温度変化にどの様に適応して生きているかについて不明な点が多い。そこで著者は温度が異
なる場所に生息している三種の海産甲殻類（イセエビ、クルマエビ、ウミザリガニ）を用いて，温度変化に応答
するニューロンの中枢内分布と活動様式，ならびにニューロンによる筋肉活動の調節様式について神経生理学的
に研究した。その研究結果は以下の4点にまとめられる。
1）腹部神経節の申に温度低下（生息場所の温度に対して数C以内）に敏感に応じて活動電位の発火頻度を高
めるニューロン（冷応答ニューロン）が少数存在する（各神経節で20個程度），またこの冷応答ニューロンは生
息の温度条件が異なる三種の甲殻類において共通に存在していることが明らかになった。2）イセエビの腹部神
経節内の冷応答ニューロンから細胞内微小電極法を用いて温度低下に伴う膜電位及び膜抵抗の変化を記録し解析
した。その結果，冷受容ニューロンは温度低下に対して膜抵抗の減少を伴って顕著な脱分極応答をすることが明
らかになった。3）腹部神経節と姿勢制御に関わる筋肉系とからなる神経節一筋標本を作製し温度低下の効果を
調べた。その結果，温度低下に比例して筋肉細胞に緩やかな脱分極性電位（S1ow　Depo1arizi㎎Pote舳a1s，SDP）
が生じ，それに伴って筋肉の張力増大が起こること，さらに冷応答ニューロンの活動はこれらの筋肉活動の増強
を起こすことが明らかになった。4）酸素電極を用いて筋肉の酸素消費量を測定した結果，温度低下に伴って筋
肉の酸素消費量が増大することが分かり，このことから冷応ニューロンの活動は腹部の緊張に伴う代謝の高進を
もたらすことが明らかになった。
　以上の結果から，著者は甲殻類の神経節中にある冷応答ニューロンは温度感覚器として働くのみならず，筋肉
の張力を高めることにより，筋肉内にある張力受容器が中枢にその情報を送り，その結果として申枢の運動プロ
グラムが補正されるという動物の温度に対する適応行動に関する新解釈を提起している。
審査の結果の要旨
　本論文は，甲殻類は外界の温度変化を受動的に受け入れて運動能力を低下させるのではなく，それに対処する
ために，中枢神経内に感覚細胞としての冷応答ニューロンを用意し，このニューロンの活動によって体温低下に
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伴って起こる筋肉活動の低下を補正していることを明らかにした。この成果は，変温動物が環境の変化にいかに
対処して生きているかという問題の一端を神経生理学的立場から明らかにしたもので，高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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